


あり、軒瓦には近江田庁と間じ飛雲紋系のものが採用

されている。毘庁にF付属する倉庫群の可能性が高い遺

跡である。

(大津市教育委員会田中久雄)

2.縄文時代の貯蔵穴を検出
のじちょう のりおかだ

草津市野路町野路岡田遺跡

野路間田遺跡は中世の紀行文等に登場する中世東山

道の宿駅の一つである「野路宿Jの推定地と考えられ

ている遺跡である。今回、民間開発に伴い発掘調査を

実施したが、調査の結果、平安時代の建物跡や祭記に

関係すると忠われる土器埋納坑などの他に、縄文時代

中期末から後期初頭にかけてとみられる貯蔵穴 2墓を

検出することができた。

検出された貯蔵穴は軸を揃え、また、平富形も楕円

形を呈し、さらに内部には段を有するなど、構造的に

も共通性が窺える。それぞれの規模はSK01が長さ

2.35X糠1.1X深さO.89m、SK02は長さ 1.72x幅

O.98X深さ1.05mを測る。貯蔵穴内部からは、石錘や

サヌカイト製の掻器ならびに石鍛、これら石器製作時

に排出されたチップなどがこと器とともに出土している。

なお、穴の底部からは炭化物が出土しているが、貯蔵

用の木の実なのかは不明でトある。

草津市では、縄文時代の遺構は主として海岸におい

て検出されており、内陸部では明確な遺構の発見はで

きていなかった。今回の発見は、本市の縄文時代の遺

跡分布の再考を迫る発見であるといえよう。

(草津市教育委員会小宮猛幸)

貯蔵穴調査状況(調査包西側より)手前SKOI、奥SK02

襖遺跡は、過去数次にわたり行われた草津JlI改修関

連遺跡発掘調査によって、弥生時代から近世にかけて

の複合遺跡であることが判明している。

今回の鵠査地は遺跡の東縁にあたり、遺構密度や種

類などは限定された状況を呈していたが、調査罷西側

橋脚遺構検出状況(調査区東側より)

において自然河道が検出され、内部より多量の遺物が

出土している。出土遺物には流入遺物と目される石包

丁などが含まれていることから、周辺に弥生時代の集

落及び水田が存在することを窺わせる。一方、この他

にも農耕具や祭紀用の木製品、古墳時代後期の遺物が

多量に合まれていることから、当該海道は古墳時代後

期の所産とみて大過ないであろう。

特に、当該河道床面からは、当該河道に架けられた

橋脚遺構と目される杭列を検出した。検出した杭列は

建築的にいうならば梁行2閥、桁行 1間を測り、河幅

約15mの河道内を梁行3.7m、桁行約 1mの問隠を以て

配されている。下部構造を確かめるため断ち割りを実

施したが何等、不沈措置は講じられておらず、単に直

径10cm前後の杭を河道内に打ち込んだ、いわゆる「打

込式井桁橋jであると考えられる。

同種の橋脚遺構は、守山市の下之郷遺跡や横江遺跡

などで、弥生時代および中慢の環濠内からの検出事例

が報告されているが、自然河道内に設置された例は県

内、或いは全国でも希少であり、今後、我閣の土木技

術史を検討する上で貴重な資料といえる。

小富猛幸)

4.奈良~平安時代の大型掘立柱建物等を検出
はかのまち

草津市商山師町慕ノ町遺跡

墓ノ町遺跡は、草津市南山田町に所在する遺跡で、

かつて民間開発に伴い発掘諜査が行われた際に、古墳

時代ならびに奈良時代の遺構が密集して検出され、集

落が立地していたことが明らかにされている。

今回、その東側において雨水幹線の設置工事が計画

されたため、発掘調査を実施することになった。前田

の調査成果では、調査区の東側で遺構密度が低かった

ため、今自の調査地は遺跡の縁辺部にあたり、遺構の

存在は希薄であろうと予想されたが、調査を開始する

と多数の柱跡、溝跡等が検出され、当初の予想がくつ

がえされることになった。

検出された遺構は、古墳時代の溝跡、奈良~平安時

2 -



掘立柱建物跡検出状況

代の掘立柱建物跡12棟以上、井戸跡1基、海道跡、等で、

擁立柱建物跡の中には、大きな方形の掘方を持ち、条

里方向に建てられた南北 6問、東西 5間以上の大型建

物も確認されている。また、調査区北側で検出された

井戸跡は、直径 3m、深さ 2mの規模で、土師器、緑

粕陶器、灰紬陶器等が出土した。さらに鵠査区中央部

で検出された河道跡は、東西に整然と延びるように思

われ、また底部に多量の土器が堆積していることから、

人工的な流路の可能性も考えられる。

今回検出した遺構面は、東の方に向かつて高くなる

傾向にあり、遺構はさらに東側に広がると思われるこ

とから、当遺跡はかなり大規模な集落であったと推測

することができる。これまで奈良~平安時代の大集落

は、矢倉から追分にかけての丘陵部を中心に立地する

と考えられて来たが、今回の調査で琵琶湖に近い地域

にも大規模集落が葎在したことが明らかになった。

(草津市教育委員会藤居期)

5.平安時代後期の小型知来立{撃が出土

粟東町辻辻遺跡

辻遺跡は、野洲川左岸の島然堤防上微高地に立地す

る。周囲は、東海道と東山道をつなぐほぽ中間に位置

し、交通の要衝として栄えた地域である。これまでの

調査では、 4-----7世紀の竪穴住居が300棟以上確認され

ており、この地域の拠点的な集落のーっとなっている。

今回の調査では、辻@小坂西部土地区画整理事業に

伴う第4次調査で、約3.000m2の発掘を実施した。確認

した遺構は、縄文時代の竪穴状遺構 1棟、土器溜まり、

古墳時代の竪穴住居3棟、掘立柱建物 3棟、土坑墓 2

基、周溝墓 1基、自鳳時代の竪穴住居4棟、掘立柱建

物 1棟、奈良時代から平安時代後期の掘立柱建物10棟

以上、井戸状遺構、埋納ピット、川、溝、耕作痕、室

町時代から安土桃山時代の}l1、溝、江戸時代から昭和

初期の耕作痕、土採り土坑、鋳物関連遺構がある。中

心となるのは平安時代後期(10世紀後半-11世紀前半)

の遺構で、この時期の柵になる可能性を持つピットか

小型如来立像出土状況

ら、小型の銅造仏像が出土した。高さ4.5cm、最大幅1.7

cm、重さ17gで、形態は如来立像と判断される。腐食

が著しいため顔立ちがはっきりしないが、ふっくらし

た造りで、衣や右手の表現が比較的よくわかる。当初

は表面に渡金をしていたと思われる。出土状況は、ピ

ットの検出面から約10cm下げた地点で、裏向きに横た

わった状態で出土した。性格としては、有力者が念持

仏として持っていたものを地鎮としてピットに埋納し

たものであろうか?以前の調査で、今回の調査区から

200m範関内に八稜鏡と錦印が出土していることを合

わせると、調査地周辺に荘宮クラスに値する有力者が

居住していた可能性があげられる。しかし、調査地周

辺の字名が f西八王寺j、f東八王子Jであるように寺

院との関連も今後考えなければなるまい。

(倒栗東町文化体育振興事業団近藤広)

6.吉墳時代後期の井戸を発見
いわはた

菓東町大学高野婚姻遺跡

岩焔遺跡は野洲川下流に形成された沖積地で最も標

高の高い麗状地上部に立地する古墳時代の大集落選跡

である。これまでの調査で集落は式内社の高野神社周

辺で150棟を超える竪穴住居の他前方後方型周溝墓等

も確認されている。遺跡の特徴として 5世紀前半の竪

穴住居に L字形カマドがみられる (14棟)こと、鉄器

の保有率が高いこと、韓式系土器の出土等があげられ、

渡来人との関わりが指摘されている。今回の龍査は高

野神社参道前の町道拡幅に伴い、10mX110m、約1，100

ぱの面積でト実施した。

出土した遺構は 6-----7世紀の竪穴住居 9棟、掘立柱

建物数棟、井戸 1基、溝や河川。 12世紀の土坑、中近

世の水路である。竪穴住居は規模の解るもの 4棟のう

ち、 l棟は 6世紀で5X4.2m、7世紀前半のものが3

棟で約 3X4mである。小規模な 7世紀の住居はカマ

ドは持つが、床面に柱穴の無い構造である。井戸は

4.7X3.8mの平面規模で、深さは3.8m、中央に一辺 1
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建物である。新しい時期のものは、 1問X3間(梁行

3.6mX桁行5.5m)の建物で、かなり床の高い建物に

復元される。もう I棟は、少し間縞をあけて建てられ

ていて、 l間X2間(梁行3.6mX桁行3.6m)の高床

建物である。これらの建物の北西側には、環濠 3条が

掘られている。いずれも幅 5m、深さ1.5m程ある。環

濠の埋積土は、外濠から内濠むけて、汚れがひどくな

り、内濠については人為的に投棄された遺物や混入物

が目だち、それに比して外濠は、自然に堆積した状態

が看取される。内濠には、もともとは環濠として機能

していた場所を埋めたてて土橋とし、集落内への出入

口とした場所が確認された。出入口部分には、内側に

2本の門柱が建てられ、土橋の両側には木杭を立て並

べ棚となし、集落内へ簡単に入れないようにしている。

中濠には、犬走り状の中段が設けられている。また、

木橋の痕跡とも思える木杭が残っていた。出土遺物に

は、出入口周辺から鰭製石剣、石銀、打製石銀、焼け

焦げて破損した木製の弓(3本)等、外諜からは銅剣

(中細型)が 1本出土した。高床建物を、集落の出入

口をおさえる防衛的な建物とみれば、弥生時代の戦い

の様子が見えてきそうだ。

(守山市教育委員会川畑和弘)

9.郡諦の出先機関か
よしみちょう にのあぜ

守山市吉身町二ノ暁遺跡の調査

中山道が野洲JlIを越える地点から西へ約200mの工

場跡地を宅地造成工事に先立ち発掘謁査した。調査地

の西際には式内社「馬路石辺神社Jが、南西隣地には

古代寺院「益須寺Jが位置している。今回の調査では、

奈良時代の建物群や井戸、土坑、旧河道、等が見つか

った。見つかった建物は、いずれも掘立柱建物で、 4

，...___5間X2間の側柱建物や 3関X3間の総柱建物、そ

れと 2，...___3問X10間以上の長屋のような建物があり、

合わせると20棟以上が確認されました。建物群は軒を

同一方向にそろえて整然と建てられていて、周囲には

検出された掘立柱建物

Jp高1m、深さ60cm程の溝が方形に巡らされ、外界と内

側を明確に区画している。また建物と建物の間隔や建

物と溝との間隔、そして建物の柱関の寸法などには、

かなり正確な尺度が観て取れ、さらに外周にあたる溝

から主要幹線道路にあたる東山道(現中山道)までの

距離もちょうど 2町にあたることなどは、かなり計画

的に造営された建物群であるということができる。こ

の建物群の性格については、出土遺物に生活雑器や調

理に使う土器が少ないこということや遺跡の成立が 8

世紀になって突然誕生し 9世紀には徐々に衰退するこ

となどから、奈良時代の農村(一般村落)という印象

はなく、官街的色彩の強い建物群と言うことができる。

考え方として、郡街の出先機関や郷街、野洲川の渡し

場所に設けられた物資流通の拠点施設等をいくつか挙

げることができるが、現時点では明確にすることがで

きず、周辺の遺跡の調査もふまえて評価していく必要

カまある。

(守山市教育委員会川畑和弘)

10. 8世紀前半代の大型掘立柱建物を発見
よしみにし

守山市守山町吉身西遺跡

大型掘立柱建物(北より)

吉身西遺跡は縄文時代後期から一部江戸時代までの
めだがわ

複合遺跡である。今回は目田川河川改修に伴い、約

2，500ぱを対象に諮査を行った。検出された遺構は弥

生時代後期に属する竪穴住居 2棟(内 l棟は五角形住

居)、古墳時代前期に属する竪穴住居 2棟・溝 1条、古

墳時代後期(6世紀代中心)に属する竪穴住居 7棟・

溝 l条、古墳時代後期の古墳の周溝と思われる溝、 8

世紀前半の掘立柱建物が少なくとも 3棟、 9世紀代の

溝 1条などである。

このうち、 8世紀前半のものと思われる掘立柱建物

1棟は 3間(約7.2m)X 6間(約13.4m)で約96.5ぱ

の規模を有す大変大きなものである。建物の主軸はや

や東にふるがほぽ南北方向である。柱の掘り方は約

1.0X約0.8mの長方形を呈す傾向があり、柱の直径は
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